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大和棟-庇の上に傾斜の違う茅と瓦萬さの屋根

交通のご案内

JR大和路線法隆寺駅から

かしの木台方面行パス乗車

かしの木台下車徒歩10分

(ただし本数は少ないので.

駅からタクシーが便利)

近鉄線の鍋合.最寄り駅は平増駅

･開館時間

午前10時一午後5時

･休館日

8月1日-8月31日　　　･維持管理協力金-500円

12月20日～1月10日　　　･見学は配膳にて事細こ予約

所在地　〒639-1064

奈良県生駒郡安培町窪田133番地

TEL　0743-57-2284　　　FAX 0743-57-2295

患管絃
(蓬莱のやまとに名ある梅干はよろづ代迄もかめの中氏)
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上質の普請がなされ､

特別の来客以外は使われず.

保存状態が良い｡主星より

床が高く､洪水時にも備え

ていた｡

欄間は､月にむら雲.波に兎.襖は狩野派の絵師による｡

畳は全て横2列に並んでいる｡
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数年に一度訪れる役人を舟にのせ.観月会等を催して

接待していた｡
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先祖伝来の賠干しの壷が2つ

残っている.それぞれ9代目､

14代目当主が漬けたもので､

『末代まで伝えよ』との家訓

がある｡

泉州の町奉行がこの櫓干しを一社貰い受けた｡

その息子である駕事金井氏(新聞記者･俳人)

も又､大切に保存し.棺干しの鰻を書にした

ため当家に贈られている｡ (1的2年のこと)
国墓園墓園

万一の時は中央の板を外し.

外敵の侵入を防いだ｡

11のたきロがある｡

美しい曲線状に築かれ.

勾玉の形をしている｡




